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CAN-DOリストの形での学習到達目標
作成まで

2009年：CAN-DOリスト作成の検討開始

2010年：CAN-DOリストの作成開始

2011年：CAN-DOリストの点検・修正開始

2012年：「CAN-DOリストに基づいた言語活

動実践例」作成。中学校においても

CAN-DOリストの作成開始

2013年：中・高でCAN-DOリスト形式の学習

到達目標の共有を模索



岩手県版CAN-DOリストにおける特徴

県内公立高64校を（24校・24校・16校）に
分け、3年計画で実施

CAN-DOリスト作成のための教員研修会開催

参考としての「県版CAN-DOリスト」の作成

学校訪問で各校が作成したCAN-DOリストの
点検・修正

「CAN-DOリストに基づく言語活動実践例
（DVD付）」の作成

公開授業の指導案にはCAN-DOリストを添付





CAN-DOリスト作成による変化

授業の目標が明確化（技能習得型ゴール）
外国語科の実践が他教科にも好影響

定期考査が変化
実技テスト（パフォーマンステスト）の増加
（62／64校 2013調査）

初見の英文を用いた出題が増加

生徒の英語による言語活動主体の授業が増加
ペア・ワークやグループ・ワークの増加

発表場面の増加



言語活動中心の授業に向けての取組

指導主事による学校訪問指導
各校の実情に合わせて助言

「授業は英語で行うこと」の誤解解消
生徒の英語による発話を引き出すために

教師が生徒を過小評価しないように

100/127（「コミュニケーション英語Ⅰ」
2013調査）

言語活動を通じて行う文法指導
教科書「で」教える「英語表現Ⅰ・Ⅱ」



最近の授業を見ると…

英語の授業は英語で

日常的にペア・ワーク

ストップウォッチで活動時間を管理

文法訳読式授業の自然消滅

授業ディベートの導入



まだ解決が必要な課題

「活動あって学びなし」の言語活動が散見

「答え合わせ中心」のプリント授業

「指示の英語」だけの英語による授業

CAN-DOリスト達成に特化したトレーニン
グ授業

「英語表現Ⅰ・Ⅱ」に工夫ある授業が少ない

「大学入試対策」への思い込み

「不安」が「不満」になるベテラン教員


